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1. 研究の背景と目的 

1.1. 研究背景 

昨今都市における生活空間の質的向上に

向けて、環境省による「感覚環境のまちづ

くり」や国土交通省による「まちなかウォ

ーカブル推進事業」など様々な取り組みが

行われている。こうした環境デザインにお

いては、建築や都市環境における人々の実

際の空間体験に基づいて空間を評価・分析

することが重要である。都市における人間

の歩行体験は、移動という時間変化と空間

変化の中で知覚されるシークエンス体験と

して捉えられるが、その継起的な変化に着

目した歩行空間を対象とした音環境の評

価・分析法に関する研究は少ない。また都

市の歩行空間を考える上で重要な指標とし

て、歩きやすさを表すウォーカビリティが

挙げられるが音環境とウォーカビリティの

関係性について具体的に言及した研究も少

ない。 

1.2. 研究目的 

本研究では、まずスマートフォンを用い

た歩行空間における音環境の記録法を提案

する。そして記録法を用いて実際の都市に

おいて音環境の評価をすることで、都市ご

との音環境の比較分析を行うことを目的と

する。都市における音環境体験を歩行によ

る時間性・場所性の変化を含んだものとし

て捉え、GIS を活用することで時空間情報

を含めた音環境の分析を行う。 

また本研究では、都市におけるウォーカ

ビリティと音環境との関係性を同時に調査

することにより、都市における歩行空間の

整備や空間体験の質的向上といったまちづ

くりの一助となることを目指す。 

2. 記録法 

2.1. 記録手法 

本研究では、人々による都市の歩行シー

クエンス体験（図１）にできるだけ近い状

態でのデータ収集を行うことを重視し、経

験抽出法(以下 ESM)によりデータの記録

を行う。さらにスマートフォンを用いてリ

アルタイムで記録を行うことで生態学的妥

当性の高いデータが得られると考えられる。

この手法では、連続的な計測によって時間

的変化や前後関係について分析できるとい

う利点もある。 

2.2. 記録システム 

記録点における主観評価のアンケート調

査には Survey123 for ArcGIS、等価騒音レ

ベルの計測に Faber Acoustical 社のアプリ

ケーション SoundMeterX を用いる。また

これらを Microsoft Flow によって統合し、

スマートフォン上で物理計測・音環境体験



の記録が完結する形式の記録フローとして 

構築した。調査フローは①2分間の均一歩 

行②記録点ごとの音環境の記録、の繰り返 

しからなる。各記録点においては、記録フ

ロー(図 2)に基づきアンケートによる音環

境評価及び物理計測を行う。 

2.3. 質問項目の設計 

歩行シークエンス体験における音環境を

把握するため、5 つのアンケート項目を計

画した(図 3)。 

第一に、記録点での代表的な音事象を最

大 3 つまで問いその属性を調査する。音事

象は予め 7 種類に分類されており被験者は

選択形式で回答する。 

第二に、記録点における音環境の印象評

価を問う。Axelsson4)による既往研究から、

サウンドスケープの主要な次元として

Pleasantness,Eventfulness,Familiarity の

3つが挙げられている。本研究では、3つの

印象評価語がプラスとマイナスの意味性を

持つように快適な―不快な、にぎやかな―

さびしい、親しみのある―親しみのない、

という 3つの評価語を用いる。 

また音環境を含めたその場の環境全体に

対する被験者の知覚を問う項目として、街

へのふさわしさ(appropriateness)を設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した。Jo5)によれば appropriateness は 

特に視覚との関連性が大きいとされており、

被験者が置かれている環境全体を把握する

指標として有効であると考えられている。 

次に音環境が都市におけるウォーカビリテ

ィにどのような影響を与えているかを調べ

る。ウォーカビリティを歩きやすさと気分

という当たり前品質と魅力品質に分類し、

それぞれの品質に対する音環境の影響を調

査する。最後に SoundMeterX で測定した 1

分間の等価騒音レベルの値を記入する。物

理計測を併用することで主観的評価と合わ

せて総合的に音環境を評価していくことが

可能である。  

3. 音環境の記述及び分析 

3.1. 調査概要 

提案手法の有用性を確認するため、国土交

通省によるウォーカブル推進事業に賛同す

る「ウォーカブル推進都市」の中から異な

る特徴を持つ 5 つの都市（池袋、新宿、下

北沢、浅草、蒲田）の駅周辺域を対象とし

て調査を行った。調査者は 1 名で調査範囲

はそれぞれの街の規模に準じる。記録点は

計 100点得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3 質問項目 

図 2 記録フロー 
図 1 歩行シークエンス体験 



3.2. 各都市における音環境の傾向 

調査によって得られた各都市における音

環境データから都市ごとの音環境の特徴を

概観する。一連のシークエンスにおける音

環境の印象評価 3 項目及び等価騒音レベル、

音事象それぞれの時系列変化を表した。そ

の一例を図 4 に示す。また全計測点につい

て音環境の印象評価 3 項目を 3 次元散布図

として表した(図 5)。それぞれの都市によ

って印象評価の分布に大きな違いが見られ、

異なる音環境の特徴が現れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3. 各評価項目の関係性 

 調査によって得られた音環境評価 5 項目

及びウォーカビリティに関する 2 項目の単

純相関を表 1 に示す。音環境評価項目にお

いては、快適さと親しみ、にぎやかさとふ

さわしさの間に強い正の相関が見られ、一

方快適さと等価騒音レベルの間には負の相

関が見られた。またウォーカビリティ項目

では、歩きやすさは快適さと強い相関、親

しみとやや強い相関が見られた。一方、気

分の項目では快適さ、にぎやかさ、親しみ、

ふさわしさの 4 つとの相関が見られたが、

相関係数の大きさに大きな違いは見られな

かった。 

3.4. 音環境評価とふさわしさの関係性 

 次に街とのふさわしさと音環境の関係に

ついて 3 次元散布図を用いて 5 都市の特徴

を可視化した。新宿（図 6）では、にぎや

かさが高い記録点において街としてのふさ

わしさの評価値も高いという傾向が見られ、

それらは特に新宿駅東側のエリアにおいて

多く分布していた。また浅草(図 7)の事例で

は、ふさわしさの評価値の高い記録点にお

いて快適さの高い傾向が見られ、それらは

浅草寺周辺域や商店街のあるエリアにおい

て多く分布していた。 

このように街のふさわしさの評価は、都

市によって音環境のそれぞれの印象評価と

の対応関係が一意的に定まるものではなく、

都市の音環境との複雑な関係性が捉えられ

た。 

 

 

 

 

 

表 1 各項目の単純相関表 

図 5 各都市の印象評価分布 

図 4 音環境評価のシークエンス変化(浅草) 



3.5. 音環境とウォーカビリティの関係性 

 ウォーカビリティ 2 項目に対して音環境

の印象評価 3 項目、ふさわしさ、等価騒音

レベルを要因としてステップワイズ法を適

用し重回帰分析を行った。その結果重回帰

式は以下のように求まった。 

 

 

 

歩きやすさの項目では、音環境の快適さと

の相関が強く、一方魅力品質では快適さだ

けでなくにぎやかさとも相関が見られ、視

覚などの音以外の環境要因による影響が伺

われた。 

5. 総括 

 本研究では、都市での歩行シークエンス

体験における音環境をスマートフォンを用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いて測定することで、物理的な騒音レベル 

だけでは捉えることのできない複雑な都市

の音環境の特徴が捉えられた。また都市に

おけるウォーカビリティにおいて、音環境

の印象評価項目の中で快適さとにぎやかさ

が重要なファクターとして関係しているこ

とも示唆された。今後ウォーカブルなまち

づくりを推進していく過程において、音環

境がより良い街路空間の再構築へと活用さ

れるように同手法を用いて更なるデータ収

集や分析方法の検討を進めていく必要があ

る。 
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図 6 ふさわしさの分布と実際の経路(新宿) 図 7 ふさわしさの分布と実際の経路(浅草) 

 


